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時
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棲

跡

此
の
鎖
楼
は
、
持
出
稼
中
の
時
鏡
花
て
、
東
照
首
の
門
脇
、
湛
右
術
門

坂
の
傍
K
あ
り
。
放
陀
世
俗
に
楠
現
堂
の
鎚
と
呼
べ
り
。
抑
，
此
の
時

鎚
の
起
原
は
藤
田
安
勝
筆
記
に
、
承
聴
の
頃
と
党
候
。
金
揮
に
初
め

て
時
鏡
被
γ
仰
付
寸
共
の
頃
中
村
久
越
小
松
に
て
、
今
秘
金
抑
聞
に
は
時

錦
被
t

仰
付
一
{
且
吉
事
陀
候
よ
し
申
上
候
へ
ば
・
何
の
能
吉
事
有
ν
之
候

後
。
時
銘
蜘
…
v
之
候
て
も
成
々
に
成
る
物
也
o
世
の
中
作
法
等
宜
し
く

成
る
ゆ
主
、
時
錨
も
無
ν
之
候
へ
ば
雛
v

叫
川
や
う
に
何
も
存
宇
る
也
。

今
金
津
に
は
有
ν
之
、
小
松
に
は
い
ま
だ
不
a
申
付
-
候
へ
ど
も
‘
何
の

刑
事
の
闘
き
候
事
も
有
v
之
候
哉
と
御
意
被
v
遊
。
共
の
時
久
越
、
御
克

成
俄
之
尚
御
前
市
上
ぐ
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
、
右
は
利
常
卿
小
松

養
老
中
の
事
に
て
、
此
の
時
綱
紀
州
刑
未
だ
幼
少
に
て
利
常
卿
図
務

を
携
し
給
へ
る
な
れ
ど
、
小
松
K
は
時
鈍
も
控
か
れ
ざ
り
し
事
知
る

ペ
し
。
文
政
五
年
十
二
世
金
能
公
、
竹
深
殴
K
養
老
し
給
ひ
・
別
陀

時
錨
を
置
か
る
与
も
の
貨
に
時
節
と
や
い
ム
ペ
し
。
三
州
芯
来
図
概

覧
附
録
医
云
ム
。
披
鎮
の
起
原
は
‘
承
山
山
一
冗
年
た
り
。
共
の
在
所
不

鮮
也
と
い
へ
ど
も
、
榔
現
堂
門
設
か
。
元
称
元
年
七
月
三
目
、
制
叩
現

立
門
縫
K
在
り
し
時
銑
を
越
後
第
内
陀
郷
じ
、
笈
川
崎
の
災
後
復
椛
現

格
岐
に
‘
時
鋭
援
き
最
前
は
定
番
足
酬
明
相
勤
め
.
不
足
人
有
ν

之
時

は
、
劇
場
よ
り
加
入
指
越
し
、
-t

口
問
仰
在
術
門
等
支
配
致
し
来
る
成
、

仰
左
衛
門
等
死
去
後
は
、
制
場
事
行
之
支
配
に
相
成
り
、
時
計
修
後

方
等
及
=
指
闘
一
，聞
記
抑制
す
。
同
格
帳
K
、
御
披
内
外

足
抑
制
番
所
之
俄

は
.
先
年
は
川
勝
久
左
術
門

士
口
間
体
左
術
門
等
支
配
仕
、
定
帯
足
艇

に
て
第
一
-
相
勤
↓
と
も
見
ね
た
れ
ば
、
時
錯
の
事
も
此
の
人
々
支
配
せ

し
と
聞
ゆ
。
湯
浅
紙
府
の
務
図
官
職
活
考
に
.
微
妙
公
の
時
、
定
番

足
踏
の
老
人
に
三
人
扶
持
銀
百
五
十
回
賜
は
り
・
城
中
の
直
併
を

勤
め
し
む
。
是
を
定
苓
足
軽
と
一
耳
ふ
。
元
総
以
来
、
吉
岡
偲
左
衛
門

支
配
定
評
足
駆
と
云
ふ
有
り
。
と
い
へ
り
o
m
国
務
中
は
、
右
の
如
〈

酬
明
卒
を
し
E
錦
撞
吉
方
第
一
-
主
附
-
有
ν
之
慮
、
厳
務
後
明
治
五
年
四
月

地
所
の
直
分
を
立
て
、

金
津
区
令
所
へ

下
波
陀
相
成
り
、
民
資
制
首

を
以
て
在
来
の
如
く
報
時
す
る
慮
、
此
の
地
陸
軍
省
の
所
特
と
成
る

を
以
て
、
同
九
年
四
月
尾
山
一
柳
枇
の
隣
地
た
る
金
協
直
務
所
へ
移

し
.
子
v
今
至
り
同
所
に
鋭
機
を
泣
き
.
報
時
す
る
都
と
成
り
た
り
。

O
甚
右
衛
門
坂
門

此
の
門
は
時
鋭
機
の
傍
に
あ
り
。
甚
右
衛
門
坂
口
の
披
門
に
て
、
謂
国

務
中
は
足
柄
排
所
あ
り
。
時
見
永
一
切
の
叫
同
士
へ
の
述
書
に
誕
一
右
術
門
坂

金

海

古

蹟

志

荘

四

五
八

堂
門
溢
へ
時
十
。
此
の
後
二
，
丸
に
郎
じ
、
今
復
放
の
酬
明
現
堂
門
越
正

時
宇
。
と
あ
り
。
平
次
按
宇
る
陀
、
一
冗
械
に
移
仰
の
事
は
・
お
谷
川凶

興
自
記
花
、
元
級
元
年
七
月
目
、
兆
一
有
術
門
扱
J

上
御
官
，
溢
鋭
桜

K
有
ν
之
錯
、
山
品
分
被
v
移
一
訟
後
屋
敷
↓
走
頃
日
盟
知
君
御
煩
数
、
金
屋

土
政
御
座
所
へ
m
m
M
〈
故
如
v

此
。
と
あ
り
。
年
鵡
K
.
・
平
保
十
年
二
月
、

金
津
越
後
屋
敷
之
時
鎚
今
度
即
時
直
り
、
お
月
五
日
八
つ
時
よ
り
時
鎖

替
る
。
鶴
，
丸
陀
有
v
之
早
銃
を
、時
鋭
之
所
K
脳出り
、早
錨
之
代
り
は
‘

天
徳
院
之
鎚
懸
り
、
四
月
十
五
日
陀
時
鈍
出
来
.
如
ν
元
越
後
屋
敷
に

掛
く
る
。
と
見
仏
日
、森
岡
盛
品
の
酬
明
随
筆
に
は
、
享
保
九
年
K
時
錨
鈴

芭
方
、
白
髭
前
議
屋
彦
九
郎
K
被
ν
命
。
期
比
十
年
間
悼
古
鏑
を

h
N
bし
.

一
月
凶
日
大
割
を
友
し
、
四
月
十
五
日
銭
立
出
来
、
同
什
六
日
越
後

屋
敷
の
鎖
楼
へ
妨
り
け
る
に
、
如
何
な
る
背
中
に
や
、
此
鎖
損
じ
け
ん
。

年
と
も
過
ぎ
ざ
る
陀
、
亭
保
十
二
年
の
瓦
千
田
町
平
井
但
馬
苛
と

一
首
ム
鋳
物
師
に
被
ν
命
、
同
h
A
F

出
来
し
、
寸
月
'寸
八
日
越
後
屋
敷
の
鋭

棋
へ
妨
る
。
と
あ
り
。
按
宇
る
陀
.
時
鋭
を
鎖
直
し
け
る
都
は
.
此

の
後
も
度
々
た
れ
ど
、
共
の
年
月
詳
か
危
ら
A
Y
O

放
に
車
A

K

略
す
。

O
銭
縫
番
人
詰
所

鎖
棋
の
傍
に
あ
り
。
十
二
世
史
容
に
減
せ
た
る
究
延
二
年
の
割
判
明

御
門
際
ま
で
染
物
・乗
馬
に
而
龍
出
人
々
有
ν
之
。
向
後
坂
下
に
而
下

馬
下
乗
有
v
之
様
、
路
頭
中
へ
可
=巾
・談
↓
克
土
橋
御
門
御
林
人
中
な

ど
へ
も
、
頭
々
よ
り
前
述
可
ν
致
と
云
h
k

。
右
は
六
月
の
月
刊
な
れ

ど
、
年
出
田
未
だ
静
か
な
ら
字
。

O
甚
右
衛
門
坂

此
の
坂
は
城
中
の
北
口
陀
て
、
北
，
丸
の
出
口
也
。
昔
城
中
正
本
似
寺

あ
り
し
頃
、
美
設
の
浪
士
平
野
甚
右
術
門
と
云
ム
者
、
城
中
広
町
屈

し
け
る
が
、
敵
営
械
を
攻
め
け
る
時
、
此
の
坂
中
に
て
菅
股
し
て
討

死
せ
り
。
故
花
坂
名
K
呼
.
へ
り
と
云
ひ
体
へ
た
り
。
三
州
芯
来
悶
概

覧
附
叫
聞
に
も
‘
悲
右
衛
門
坂
は
、
古
へ
本
源
寺
尾
山
在
被
の
時
・
業

浪
の
浪
士
平
野
道
右
衛
門
常
械
に
寄
宿
し
け
る
が
、
天
疋
八
年
依
久

間
盛
政
攻
め
た
つ
る
を
以
て
、
此
の
坂
中
に
て

数
度
奮
闘
し
て
死

す
。
因
り
て
此
の
坂
名

E
得
る
と
一
苫
ふ
。

一
一
段
陀
、
此
の
坂
の
上
に

篠
塚
甚
右
衛
門
と
云
ム
者
の
第
あ
り
。
瑞
能
公
二
高
石
を
扶
す
。
北
(

の
後
乞
骸
し
て
奥
州
陀
去
る
。
図
り
て
此
の
坂
名
あ
り
と
。
二
役
例

考
す
べ
し
。
と
あ
り
。
平
次
按
宇
る
に
.
篠
塚
持
一
右
術
門
が
事
は

三
川
名
跡
誌
花
、
昔
此
坂
の
上
陀
篠
塚
逃
右
街
門
と
云
ム
武
士
居
住

し
.
利
長
卿
よ
り
こ
問
石
合
力
せ
ら
れ
、
後
奥
州
へ
退
去
す
る
よ
し

五
九




